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顧 問 総 会 



関　正一 ( 花咲徳栄高校校長 )

内田明人 ( 川越工業高 )

東　部 西　部 南　部 北　部

前田　耕一 二宮大介 尾石　久 木村　太

( 草加南高 ) ( 所沢西高 ) ( 伊奈学園総合高 ) ( 本庄東高 )

石﨑祐貴 能㔟由紀 網谷和彦 高村建太

( 不動岡高 ) ( 川越西高 ) ( 浦和北高 ) ( 鴻巣高 )

新井龍司 野坂直志 高橋英樹 小島洋

( 久喜北陽高 ) ( 川越工業高 ) ( 大宮高 ) ( 妻沼高 )

伊澤　暁 佐野　正 斎藤　健二 高島美希

( 草加西高 ) ( 慶應義塾志木高 ) ( 上尾南高 ) ( 松山女子高 )

小原宏太 吉永祐介 箱石拓也 野澤直登

( 杉戸高 ) ( 川越西高 ) ( 上尾高 ) ( 秩父農工科学高 )

中内俊平 佐々木勇樹 田沼秀紀 北谷勇介

( 三郷北高 ) ( 坂戸西高 ) ( 上尾橘高 ) ( 滑川総合高 )

吉田久史 大塚布美子

( 春日部東高 ) ( 浦和第一女子高 )

猪狩貴弘 雪野啓介

( 岩槻北陵 ) ( 杉戸農業高 )

祐木　毅 成田靖

( 浦和北高 ) ( 正智深谷高 )

山岸大輔 坂本秀樹

( 蓮田松韻高 ) ( 坂戸高 )

大橋健次郎 櫻井孝昌

( 草加西 ) ( 市立川越高 )

佐藤光壱 金谷　豪

( 大宮北高 ) ( 白岡高 )

原嶋　巡

( 秩父高 )

幹　　　　　　事
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県専門委員会

総務委員会

競技委員会
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広報委員会
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吉田久史 ( 春日部東高 )
大塚布美子 ( 浦和第一女子高 ) ( )
石﨑祐貴 ( 不動岡高 ) 千葉淳裕 ( 庄和高 )
田中大輔 ( 八潮高 ) 池永佳央 ( 獨協埼玉高 )
能㔟由紀 ( 川越西高 ) 片桐久恵 ( 朝霞高 )
岡田智美 ( ふじみ野高 )
網谷和彦 ( 浦和北高 ) 大塚布美子 ( 浦和第一女子高 )
増田　彬 ( 川口北高 ) ( )
高村健太 ( 鴻巣高 ) 五十嵐麻美 ( 本庄高 )

( ) (
猪狩貴弘 ( 岩槻北陵 )
野坂直志 ( 川越工業高 ) 高橋英樹 ( 大宮高 )
新井龍司 ( 久喜北陽高 ) 西村紘一良 ( 春日部東高 )
瀧澤功一 ( 草加南高 ) 雪野啓介 ( 杉戸農業高 )
蓮見直紀 ( 春日部高 ) 戸上稜介 ( 越谷南高 )
山本拓也 ( 幸手桜高 )
岡村一輝 ( 狭山工業高 ) 小西　徹 ( 城西川越高 )
袖山和博 ( 新座柳瀬高 ) 藤田勇輝 ( 飯能高

小林翔太 ( 与野高 ) 土田晃大 ( 武南高 )
田口遼 ( 浦和工業高 ) 田島碧 ( 岩槻高

小島　洋 ( 妻沼高 ) 井上尚也 ( 松山高 )
津秋智史 ( 熊谷高 ) 嶋田力也 ( 秩父農工科学高 )
上田茉於 ( 児玉高 ) 西　亨啓 ( 北本高 )
祐木　毅 ( 浦和北高 )
成田　靖 ( 正智深谷高 ) 伊澤　暁 ( 草加西高 )
加藤祐介 ( 　昌平高 ) 金谷　豪 ( 白岡高 )
早川　拓 ( 久喜高 )
上田　丈人 ( 所沢北高 ) 栗原規行 ( 坂戸西 )

能㔟正弘 ( 川越初雁高 ) ( )

津留崎治子 ( 浦和西 ) 斎藤健二 ( 上尾南高 )
櫻井裕大 ( 大宮南高 ) ( )
高島美希 ( 松山女子高 ) 飯野英利 ( 正智深谷高 )

細川久美 ( 滑川総合高 )
山岸大輔 ( 蓮田松韻高 ) ( )
坂本秀樹 ( 坂戸高 ) ( )
小原宏太 ( 杉戸高 ) 伊藤弘史 ( 越谷東高 )
栁田健太 ( 三郷北高 ) ( )
吉永祐介 ( 川越西高 ) 小山内悟 ( 川越東高 )
荒木崇斗 ( 和光国際高 )
箱石拓也 ( 上尾高 ) 小森葉子 ( 大宮武蔵野高 )
波多俊英 ( 蕨高 )
野澤直登 ( 秩父農工科学高 ) 車田法恵 ( 深谷第一高 )
大久保亜耶 ( 松山女子高 )
大橋健次郎 ( 草加西高 )
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中内俊平 ( 三郷北高 ) 小松　航 ( 越谷北高 )
小森谷昌也 ( 鷲宮高 )
佐々木勇樹 ( 坂戸西高 ) 中島大気 ( 川越南高 )
山田美和 ( 豊岡高 ) 鈴木広平 ( 所沢西高

田沼秀紀 ( 上尾橘高 ) 飯塚友基 ( 上尾南高 )
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北谷勇介 ( 滑川総合高 ) 荒木勝矢 ( 滑川総合高 )北
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埼玉県高等学校体育連盟バスケットボール部組織図

（

支部委員長 部 長
東 各
・ 総務委員会 常

加 西 支 委員長
盟 ・ 競技委員会 任
校 南 部
顧 ・ 強化委員会 委 副 委 員 長
問 北 選 (各支部委員長)（

・ 審判委員会 員
委 部 出
員 広報委員会
会

） （

） （

常
総務委員会 任 幹 事

県 若 委
専 競技委員会 干 員 【企画検討委員会】
門 名 会 委員長の諮問機関として必要
委 強化委員会 選

）

に応じて組織する。
監 員 出 専門委員長＋副委員長
事 会 審判委員会 ＋各専門委員会委員長）

＋幹事代表 計１１名

◇ 常任委員選出一覧

東 西 南 北 合
部 部 部 部 備 考
支 支 支 支
部 部 部 部 計

部 長 １ １ 委員会で選出。

委 員 長 １ １ 委員会で選出。

副 委 員 長 １ １ １ １ ４ 各支部委員会で選出。

各支部総務委員会 １ １ １ １ ４ 各支部委員会で選出。

各支部競技委員会 １ １ １ １ ４ 各支部委員会で選出。

各支部強化委員会 １ １ １ １ ４ 各支部委員会で選出。

各支部審判委員会 １ １ １ １ ４ 各支部委員会で選出。

各支部広報委員会 １ １ １ １ ４ 各支部委員会で選出。

県専門委員会 若干名 必要に応じて選出できる。

幹 事 若干名 委員長の推薦。

合 計 ６ ６ ６ ６ 26名＋若干名



埼玉県高等学校体育連盟バスケットボール部規約

第 １条 本部は埼玉県高等学校体育連盟バスケットボール部（略称 本部） と称する。

第 ２条 本部の事務所は、原則として部長または委員長在任の学校に置く。

第 ３条 本部は、埼玉県高等学校体育連盟の加盟校のバスケットボール部をもって組織する。

第 ４条 本部は、県下高等学校におけるバスケットボールの健全なる普及発達を図ることを目的とする。

（埼玉県高等学校体育連盟規約第２章第３条に準じる）

第 ５条 本部は前条の目的を達成するために次の事業を行なう。

１．競技を指導奨励する。

２．各種競技会を開催する。

３．代表選手を決定する。

４．各種講習会を開催する。

５．その他本部の目的を達成するために必要な事業を行なう。

第 ６条 本部は次の役員をおく。

部長 １名、委員長 １名、副委員長 ４名（各支部１名）、

常任委員（２６名＋若干名）、委員（登録校顧問全員）、

各専門委員会委員 若干名、幹事 若干名、監事 ２名

第 ７条 部長は、委員会で校長より選出し、会長が委嘱する。

第 ８条 委員長は委員会で選出し、会長が委嘱する。委員長は会務を処理する。

第 ９条 副委員長は、各支部委員会で選出し会長が委嘱する。副委員長は委員長を補佐し、委員長事故

ある時はその職務を代行する。

第１０条 常任委員は、委員の互選により選出し、本部の計画運営にあたる。

第１１条 委員は加盟高等学校を代表し、専門部の重要事項を審議する。

第１２条 幹事は、委員長が推薦し、本部の計画運営の補助にあたる。

第１３条 監事は、委員会の互選により選出し、本部の会計監査にあたる。

第１４条 本部は、事業遂行のために次の専門部を設ける。各専門委員は、委員の互選により各地区から

選出し、円滑に行なえるよう専門的立場で本部の運営にあたる。

［総務委員会］ ① 本部会関係諸会議の運営

② 高体連本部との連絡、諸会議への参加

③ 専門部予算の立案決算

④ 各種依頼状・案内状

⑤ 規約改正などの原案検討

⑥ 日本協会・県協会との連絡

⑦ その他（他のどの委員会にも属さない事項について取り扱う）

［競技委員会］ ① 主催・主管行事の運営と管理（組合せ方法・組合せ会議の運営等）

② 各種記録・資料の収集と保存

③ 新しい大会などの企画検討

④ 日本協会・県競技委員会との連絡

［強化委員会］ ① 高校生のレベルの向上を計る

② 技術講習会などの企画と運営

③ 国体強化対策を計る

④ 日本協会強化普及部・関東強化委員会・県強化委員会との連絡・折衝

［審判委員会］ ① 審判員の養成と技術の向上を図る

② 講習会の開催と運営

③ 競技規則（変更など）の周知・徹底

④ 日本協会規則審判部・関東強化委員会・県強化委員会との連絡・折衝

［広報委員会］ ①主催・主管行事の広報活動

②大会結果・各種資料などの情報提供

③プログラムの作成

④日本協会広報部との連絡

第１５条 役員の任期は、２ヶ年とし再任は妨げない。補充役員の任期は前任者の在任期間とする。

第１６条 会議は、埼玉県高等学校体育連盟会長及び本部部長の連名をもって召集し、議長には部長があ



たる。支部会議においてはこれに準じる。

第１７条 委員会は、部長、委員長、副委員長、常任委員、委員で構成し役員の選出、予算、決算の承認

その他重要事項の審議をする。

第１８条 常任委員会は、部長、委員長、副委員長、常任委員、幹事で構成し必要に応じて開催する。常

任委員会は、委員会に提出する原案の作成、緊急事項の処理、その他会務の執行にあたる。決

定事項は委員会の承認を得なければならない。

第１９条 本部は事業遂行のため必要があるときは、委員会の承認を得て各種委員会を設ける事ができる。

委員会の名称、目的、委員の定数その他必要な事項は常任委員会で定める。

第２０条 本部の経費は、埼玉県高等学校体育連盟の一般会計より配分される専門部費をあてる。

第２１条 本部の会計年度は毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。

第２２条 本規約の改正は、委員会の議決による。

附 記 本規約は昭和４０年６月１５日より施行する。

本規約は平成８年４月２３日より一部改正し施行する。

本規約は平成１８年５月８日より一部改正し施行する。

本規約は平成１９年５月７日より一部改正し試行する。

本規約は平成２１年５月８日より一部改正し施行する。

本規約は平成２２年５月９日より一部改正し施行する。

企画検討委員会規定

第１条 本委員会は、埼玉県高等学校体育連盟バスケットボール部の運営について、その基本方針、新

たな企画、その他重要事項について委員長の試問を受け審議し、常任委員会提出の原案を立案

することを目的とする。

第２条 本委員会は、委員長、副委員長、各専門委員会委員長、幹事で構成し、必要に応じて随時開催

することができる。

第３条 本規定の改正は、委員会の議決による。

弔事の支出に関する内規

１ この内規は埼玉県高等学校体育連盟バスケットボール部（以下、「本部」という。）の役員の弔事お

よび本部主催もしくは主管競技大会、講習会における生徒ならびに役員の事故に対し、金品の贈供に

ついて定めるものとする。

２ この内規における対象者は次の者とする。

（１）部長、委員長、副委員長、常任委員、幹事、監事。

（２）県協会会長、県協会理事長

（３）本部主催もしくは主管競技会、講習会に参加した選手及び監督、大会役員

３ 弔事に対する儀礼、ならびに疾病または傷害に対する見舞金の支出については次のとおりとし、その

他は部長に協議して行うものとする。

（１）役員本人および妻子、実父母の死亡の場合。花環。

（２）本部主催もしくは主管競技会、講習会に参加した選手及び監督、大会役員の死亡の場合。花環。

１ヶ月以上の入院治療を要する傷病の場合。１万円。

４ その他必要と思われる場合については、その都度部長に協議して行うものとする。

５ この内規は平成１８年５月８日より施行する。

国体監督選出方法

１ 強化委員会において少年・少女担当の監督を各１名選出する。

２ 監督は他２名を指名する。

３ 以上を国体スタッフと称する。

４ 国体スタッフは、強化委員会、高体連常任委員会及びバスケットボール協会の承認をもって決定とす

る。

５ 選手選考は国体スタッフが原案を作成する。

６ 選考された選手は、強化委員会、高体連常任委員会及びバスケットボール協会の承認をもって決定と

する。

７ 監督の選出は１２月とする。

８ 監督の任期は１月から翌年の１２月までの２ヶ年とする。また再任は妨げない。



６ 定例委員会（顧問総会等）

１３・１４・１６ 上尾運動公園体育館　　熊谷ドーム 男 正智深谷 埼玉栄

２０・２１ 深谷ビッグタートル 女 埼玉栄 久喜

１７・１８・１９ 学校総合体育大会  兼 越谷市立総合体育館　　正智深谷高校体育館 男 正智深谷 埼玉栄

２５・２７・２９ 全国高等学校総合体育大会県予選 本庄シルクドーム 女 埼玉栄 正智深谷

９ ４・５ 全国高等学校バスケットボール 越谷市立総合体育館　　深谷ビッグタートル 男 正智深谷 本庄東

１０ ２９・３０ 選手権大会県予選 正智深谷高校体育館　　本庄シルクドーム 女 埼玉栄 久喜

１３・１４・１５ 県民総合体育大会  兼 熊谷市民体育館　　和光市総合体育館 男 正智深谷 伊奈学園

２０・２１・２２ 県新人大会 児玉総合体育館　　春日部市庄和体育館他 女 昌平 埼玉栄

男 東部支部 西部支部

女 東部支部 西部支部

２．派遣大会（関東）

Ａ 正智深谷　１位 埼玉栄　２回戦

Ｂ 白岡　１回戦 埼玉平成　１回戦

Ａ 埼玉栄　１回戦 久喜　１回戦

Ｂ 正智深谷　１回戦 大宮東　１回戦

男 正智深谷　２回戦 伊奈学園　1回戦

女 昌平　１回戦 埼玉栄　１回戦

３．派遣大会（全国）

７ ２７ 男

８ ～1 女

男

女

女

４．講習会

７ 指導者講習会

ＴＯ講習会 各支部（オンライン）

3 12 中高合同強化練習会 強化委員会・エンデバー委員会

１２ １２／２３～２９
全国高等学校
　バスケットボール選手権大会

東京都
男

正智深谷　２回戦

本庄東　１回戦

埼玉栄　１回戦

正智深谷　２回戦

埼玉栄　３回戦

１０ ２～６ 国民体育大会 栃木県
ベスト８

ベスト１６

２ １１・１２ 関東新人大会 神奈川県

全国総体 香川県

川口市立高等学校体育館

６ ４・５ 関東大会（男子） 神奈川県

６ １１・１２ 関東大会（女子） 栃木県

関東大会県予選

６

１

２ １９
県民総体兼国体予選
（四支部大会）

令和４年度　事業報告

月 日 行　事　名 会　　　場
大会結果

優勝 準優勝

５



                      　　　 　　　    6,929,234

6,857,414

  １．収入の部 71,820

R4予算額 R4決算額 差　異（△）

6,115,200 6,115,200 0

2.県協会より補助金 0 814,034 △ 814,034

6,115,200 6,929,234 △ 814,034

２．支出の部

R4予算額 R4決算額 差　異（△）

1.大会運営費 5,674,500 6,609,194 △ 934,694

(1) 県大会運営費 3,694,500 4,019,763 △ 325,263

①関東大会予選 953,500 1,100,030 △ 146,530

②学総・総体予選 1,170,500 1,090,923 79,577

③新人大会 1,570,500 1,828,810 △ 258,310

(2)支部大会運営費 1,980,000 2,589,431 △ 609,431

①学総・総体予選 990,000 1,123,861 △ 133,861

②新人大会 990,000 1,465,570 △ 475,570

2.専門部運営費 254,700 134,040 120,660

(1)会議費   140,700 84,660 56,040

(2)通信・文具費 114,000 49,380 64,620

3.役員行動費役員行動費 186,000 114,180 71,820

(1)関東・県内（部長） 40,000 40,000 0

(2)関東・県内（委員長） 40,000 40,000 0

(3)全国（委員長）   106,000 34,180 71,820

(4)関東審判派遣費 0 0 0

(5)関東大会視察 0 0 0

6,115,200 6,857,414 △ 742,214

令和４年度

高体連バスケットボール専門部決算書 歳入総額

歳出総額

差引残額

項　　目 備　　　　考

1.高体連専門部 高体連より（大会運営費・専門部運営費・役員行動費）

合　　計

項　　目 備　　　　考

大会役員費・会場費

四支部へ令和3年度の登録チーム数で配分

常任委員会・役員会

印刷費・消耗品費・事務局旅費

差額の\71,820は高体連に返金

合　　計



月 日 行　　事　　名 会場 代表者会議 参加資格等

5 9 定例委員会（顧問総会） 県活 各校顧問

12 関東高等学校県予選会 上尾公園 令和４年度新人大会上位８チーム及び、各地区の予選通過２４チームの計

13 熊谷ドーム ５／９ ３２チームとする。各地区の配当数は、令和４年８月３１日現在の登録数の

16 深　谷 県活 比例配分とする。

19 ※本大会男女ベスト４は関東大会の出場権を得る。

20

16 学校総合体育大会兼全国高等学校総合体育大会県予選会 越谷総合 関東大会県予選上位８チーム及び、各地区予選通過２４チームの計３２チーム

17 熊谷ドーム ６／１２ とする。各地区の配当数は、本年度関東大会県予選と同様とする。

18 本　庄 スポ総 ※本年度男女上位各１チームは、全国総体出場権を得る。

25 ※本年度男女上位各２チームは、本年度新人大会のシード権と埼玉県総合選手権大会の出場権を得る。

26 ※本年度男女上位各４チームは、全国高等学校バスケットボール選手権大会県予選のシード権を得る。

※本年度男女３～７位は埼玉県新人大会の地区シードとする。

7 9 技術講習会 久喜高校 県内各校顧問・コーチ

2 全国高等学校バスケットボール選手権大会埼玉県予選 越谷総合 ７／９ インターハイ県予選上位１６チームとする。

3 深　谷 久喜高校 優勝チームは全国高等学校バスケットボール選手権大会への出場権を得る。

11 3 深　谷

12 県民総合体育大会兼新人大会 上尾公園 ４８チームとする。令和５年度学総兼総体予選の１、２位はチームシード、

13 桶　川 １２／４ ３～８位は地区シードとする。他の４０チームは令和５年８月３１日現在の登録

14 本　庄 スポ総 チーム数の比例配分とする。

19 エコーピア

20 ※本大会の男女上位各２チームは、関東新人大会の出場権を得る。

21 　 また、埼玉カップの出場権を得る。

2 18 四支部大会 未定 各支部選抜チーム

3 中高合同強化練習会 未定 中学（中１、中２）及び高校（高１、高２）の強化指定選手

　２．県外派遣行事 ＜会場表記について＞

月 日 行　　事　　名 開催県 上尾公園・・・上尾運動公園体育館

３・４ 関東高等学校男子バスケットボール大会 茨城県 越谷総合・・・越谷市立総合体育館

１０・１１ 関東高等学校女子バスケットボール大会 山梨県 ス　ポ　総・・・スポーツ総合センター

7 ２５～３０ 全国高等学校総合体育大会 北海道 本　　　庄・・・シルクドーム

12 ２３～２９ 全国高等学校バスケットボール選手権大会 東京都 深　　　谷・・・深谷ビッグタートル

2 ３・４ 関東高等学校新人大会 埼玉県 熊谷市民・・・熊谷市民体育館

熊谷ドーム

春　日　部・・・春日部市立総合体育館

３．組合せ抽選会 春　庄　和・・・春日部市庄和体育館

北　　　本・・・北本市体育センター

和　　　光・・・和光市総合体育館

桶       川・・・桶川サンアリーナ

エコーピア

県　　　活・・・県民活動総合センター

5

シードについて

新人大会

1

関東大会ベスト８をシードする。他はフリー抽選

　　１．県内行事

令和５年度高体連バスケットボール部　事業計画　（案）

学総兼総体県予選

１３、３６は総体５位、１２、３７は総体７位の当該地区の代表を抽選でシードする。

関東大会県予選

6

大会名

６、１９、３０、４３にフリー抽選でシードする。他はフリー抽選とする。

新人大会ベスト８をシードする。他はフリー抽選

6

学総兼総体予選ベスト８をシードする。他はフリー抽選

ただし、同地区が複数の場合は１３、３６、３７、１２の順で地区の上位校をあてる。

学総兼総体県予選１位は組合せＮｏ１、２位はＮｏ４８にチームシードする。

9

それ以外の各地区上位１位は７、１８、３１、４２にフリー抽選で、同様に上位２位は

ウィンターカップ埼玉県予選

３位はＮｏ２５に、４位はＮｏ２４にその当該地区の代表をシードする。



大　　会　　名 日　程 組合せ抽選会 そ　の　他　（県　外　等）

５／１２（金） 上尾運動公園体育館 熊谷ドーム

５／１３（土） 上尾運動公園体育館 熊谷ドーム 　５／９（火） ５／２２（月）：組合せ会議

５／１６（火） 上尾運動公園体育館 熊谷ドーム 顧問総会 男子（茨城県）：６／３（土）～４（日）

５／１９（金） 深谷ビッグタートル 県民活動センター 女子（山梨県）：６／１０（土）～１１（日）

５／２０（土） 深谷ビッグタートル

６／１６（金） 越谷市立総合体育館

６／１７（土） 越谷市立総合体育館 　６／１２（月） ７月上旬：組合せ会議

６／１８（日） 越谷市立総合体育館 ｽﾎﾟｰﾂ総合ｾﾝﾀｰ

６／２５（日） 熊谷ドーム 北海道：７／２５（火）～７／３０（日）

６／２６（月） 本庄シルクドーム

　９／　２（土） 越谷市立総合体育館 ７／９（日） １２月上旬：組合せ会議

　９／　３（日） 深谷ビッグタートル 久喜高校 東京都　１２／２３（土）～２９（金）

 １１／　３（金） 深谷ビッグタートル

１／１２（金） 上尾運動公園体育館 本庄シルクドーム エコーピア

１／１３（土） 上尾運動公園体育館 桶川サンアリーナ エコーピア １２／４（月） ２０２４／１／２２（月）：組合せ会議

１／１４（日） 上尾運動公園体育館 エコーピア ｽﾎﾟｰﾂ総合ｾﾝﾀｰ 埼玉県　　２／３（土）～４（日）

１／１９（金） 上尾運動公園体育館

１／２０（土） 上尾運動公園体育館 関東ブロック選抜練習会

１／２１（日） 上尾運動公園体育館 　　栃木県　　　　　　２／１７（土）～１８（日）

県民総体兼国体予選

（四支部大会） 国体　鹿児島県 　　　　１０／１２（木）～１０／１６（月）

その他　　　　常任委員会　　　４月１１日（火）　　３月１２日（火）　スポーツ総合センター

　　令和５年度高体連バスケットボール専門部　行事計画　（案）

会　　場

ウィンターカップ埼玉県予選

２／１８（日） 未定（四支部大会）

関東大会県予選

インターハイ県予選

新人大会県予選

※北部支部



                      　　　 　　　    5,802,200

5,802,200

  １．収入の部 0

R4予算額 R4決算額 R5予算額 増 減（△）

6,115,200 6,115,200 5,802,200 △ 313,000

2.県協会より補助金 0 814,034 0 0

6,115,200 6,929,234 5,802,200 △ 313,000

２．支出の部

R4予算額 R4決算額 R5予算額 増 減（△）

1.大会運営費 5,674,500 6,609,194 5,274,500 △ 400,000

(1) 県大会運営費 3,694,500 4,019,763 3,294,500 △ 400,000

①関東大会予選 953,500 1,100,030 953,500 0

②学総・総体予選 1,170,500 1,090,923 1,170,500 0

③新人大会 1,570,500 1,828,810 1,170,500 △ 400,000

(2)支部大会運営費 1,980,000 2,589,431 1,980,000 0

①学総・総体予選 990,000 1,123,861 990,000 0

②新人大会 990,000 1,465,570 990,000 0

2.専門部運営費 254,700 134,040 254,700 0

(1)会議費 140,700 84,660 140,700 0

(2)通信・文具費 114,000 49,380 114,000 0

3.役員行動費役員行動費 186,000 114,180 273,000 87,000

(1)関東・県内（部長） 40,000 40,000 40,000 0

(2)関東・県内（委員長） 40,000 40,000 40,000 0

(3)全国（委員長）   106,000 34,180 133,000 27,000

(4)関東審判派遣費 0 0 0 0

(5)関東大会視察 0 0 60,000 60,000

6,115,200 6,857,414 5,802,200 0

令和５年度

高体連バスケットボール専門部予算書（案） 歳入総額

歳出総額

差引残額

項　　目 備　　　　考

1.高体連専門部 高体連より（大会運営費・専門部運営費・役員行動費）

合　　計

項　　目 備　　　　考

大会役員費・会場費

４支部へ令和４年度の登録チーム数で配分

常任委員会・役員会

印刷費・消耗品費・事務局旅費

R4年度は\34,180使用、差額の\71,820を高体連に返金

合　　計


